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旅

館

経

営

再

生

塾 

 
 

第

三

十

九

回 

 

リ

ス

ク

評

価

割

引

は

本

格

的

な

火

災

保

険 

  

執

筆

担

当

者 

 
 
 
 
 

江

利

川

宏

行

 
 

リ

ス

ク

評

価

割

引

を

体

験

し

た

。

体

験

な

ど

と

言

っ

て

し

ま

う

と

大

げ

さ

に

聞

こ

え

る

か

も

し

れ

な

い

が

、

や

は

り

そ

れ

は

「

体

験

」

が

妥

当

に

思

え

る

。

本

格

的

な

火

災

保

険

、

あ

る

い

は

火

災

保

険

の

本

来

あ

る

べ

き

姿

で

は

な

い

の

だ

ろ

う

か

。

火

災

保

険

の

割

引

制

度

の

ひ

と

つ

で

は

あ

る

の

だ

が

。 

リ

ス

ク

評

価

割

引

と

は

、 

そ

の

建

物

の

リ

ス

ク

対

す

る

設

備

な

ど

や

過

去

に

お

け

る

損

害

率

を

調

査

し

て

、 

物

件

ご

と

に

火

災

保

険

料

率

を

算

出

す

る

制

度

で

あ

る

。

言

わ

れ

て

み

れ

ば

物

件

は

そ

れ

ぞ

れ

違

う

。

ま

た

、

社

員

教

育

な

ど

に

よ

っ

て

も

、

火

災

に

対

す

る 

従

業

員

の

意

識

の

差

が

当

然

生

じ

る

。

企

業

側

の

火

災

に

対

す

る

備

え

や

意

識

が

、

火

災

保

険

料

率

に

反

映

す

る

制

度

だ

と

考

え

ら

れ

る

。

調

査

の

結

果

、

良

好

な

物

件

に

は

、

最

大

で

四

〇

％

の

保

険

料

割

引

率

が

適

応

可

能

と

な

っ

て

い

る

。 

 

概

略

を

紹

介

し

よ

う

。 

一

、

対

象

と

な

る

火

災

保

険

は

一

般

物

件

（

事

務

所

ビ

ル

・

ホ

テ

ル

・

店

舗

等

） 

と

呼

ば

れ

る

保

険

契

約

。 

二

、
一

建

物

内

の

、
建

物

・ 

什

器

・

設

備

な

ど

の

保

険

金

額

合

計

が

十

億

円

以

上

の

一

般

物

件

。（
最

大

割

引

率

四

〇

％

） 

三

、
一

建

物

内

の

、
建

物

・ 

什

器

・

設

備

な

ど

の

保

険

金

額

合

計

が

一

億

円

以

上

の

一

般

物

件

。（
最

大

割

引

率

三

〇

％

） 

四

、

工

場

物

件

は

、

一

構

内

の

建

物

・

機

械

設

備

・

製

品

な

ど

の

保

険

金

額

合

計

が

十

五

億

円

以

上

。（
最

大

割

引

率

四

〇

％

） 

 

又

、

物

件

の

調

査

方

法

と

し

て

、

一

〇

億

円

以

上

の

物

件

は

、

保

険

会

社

の

委

託

す

る

リ

ス

ク

コ

ン

サ

ル

会

社

か

ら

専

門

の

調

査

員

が

現

地

へ

出

向

く

。

一

億

円

以

上

の

物

件

は

保

険

会

社

内

の

担

当

社

員

が

現

地

へ

出

向

く

。（
今

回

は

Ａ

保

険

会

社

に

よ

る

調

査

方

法

。
尚

、
調

査

費

は

無

料

） 

 

今

回

の

調

査

結

果

。 

 

二

七

％

の

割

引

率

が

算

出

さ

れ

た

。 

 

調

査

し

た

物

件

は

、

保

険

金

額

が

約

七

〇

億

円

の

火

災

保

険

を

契

約

中

。

同

行

し

た

調

査

員

が

半

日

か

け

て

建

物

内

を

調

査

し

た

。

建

物

の

平

面

図

・

消

火

設

備

関

係

・

固

定

資

産

台

帳

等

の

書

類

確

認

も

行

っ

た

が

、

経

営

者

は

当

日

、

と

く

に

何

を

す

る

わ

け

で

も

な

く

、

調

査

員

が

勝

手

に

各

部

署

を

見

て

回

る

と

い

う

感

じ

で

あ

っ

た

。 

 

右

記

の

調

査

を

経

営

者

の

方

々

は

、

ど

の

様

に

受

け

取

る

の

で

あ

ろ

う

。

企

業

内

を

他

人

が

勝

手

に

見

て

回

る

の

は

、

嫌

な

も

の

で

あ

る

の

だ

ろ

う

か

。

約

半

日

の

間

、

調

査

員

に

企

業

内

を

開

放

す

れ

ば

保

険

料

の

割

引

率

を

手

に

す

る

可

能

性

が

有

る

の

で

あ

る

。 

 

火

災

保

険

の

保

険

料

は

固

定

費

と

い

え

る

。

建

物

規

模

が

大

き

く

な

れ

ば

な

る

ほ

ど

に

、

リ

ス

ク

評

価

割

引

の

利

用

価

値

は

高

い

と

思

う

。 


